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論文内容要旨
研究目的
 本研究の目的は,高齢者の矢状面における立位時脊柱アライメントが身体活動遂行低下に影響
 するという仮説を,立位時脊柱アライメントを定量的に測定することにより検証することである。
対象
 宮城県O町に在住する65歳以上の男女で,基本的日常生活活動が自立しており,調査実施の
 呼びかけに対して応募および参加した217名のうち,測定項目に著しい欠如の無い103名であり,
 男性51名(65～78歳,平均70.6±3,8歳),女性52名(65～77歳,平均70.5±3.3歳)を分析
 対象とした。測定および調査は,被験者に対し事前に内容を説明し同意を得た上で実施した。
 方法および調査・測定項目
 本研究は調査および測定による横断的研究であり,調査・測定した項目は以下のとおりである。
 1)基本属性:年齢(歳)を聴取,身長(cm),体重(kg)を測定した。
 現病歴および既往歴はアンケートにより聴取した。
 2)精神機能:長谷川式簡易痴呆スケールを測定した。
 3)職業歴:これまで就いた職業のうちで最も長かったものについてアンケートにより聴取し
 た。
 4)脊柱アライメント:胸椎後弯角,腰椎前蛮角,仙骨傾斜角を胸腰椎立位側面エックス線写真
 より計測した。胸椎後弯角は第4胸椎下縁と第12胸椎下縁の接線のなす角とし,
 腰椎前蛮角は第1腰椎上縁と第5腰椎上縁の接線のなす角とした。仙骨傾斜角は
 第1仙椎上縁とフィルムの水平線とがなす角とした。コントロールとして若年男
 性7名の腰椎前沓角および仙骨傾斜角を高齢男性の値と比較した。
 5)椎体変形:腰椎に椎体圧迫骨折を有する椎体数(以降,圧迫骨折数)を胸腰椎立位側面エッ
 クス線写真より求めた。
 6)疼痛:腰背部痛の有無および程度をアンケートにより聴取した。
 7)筋力:左右の握力(kg)を測定し,両者のうち大きい値を採用した。
 8)歩行能力:最大歩行速度を被験者が最大努力で10mの距離を歩行した際の所要時間をもと
 に算出した。
 9)身体活動困難度:健康関連QOL尺度であるSF-36の「身体機能(PF)」の全項目(10項目)
 「激しい活動」「適度な活動」「持ち上げる」「階段3,4階へ登る」「階段2階へ登
 一606一
 る」r体を曲げる」rlkm以上歩く」r数百メートル歩く」r百メートル歩く」r入
 浴と着替え」
統計処理
 立位時脊柱アライメントに対する椎体変形の影響を調べるためにパス解析を行った。パス係数
 は変数間の直接的因果関係の有意水準を危険率5%未満とした。また,r身体機能(PF)」の総
 得点を目的変数とし,基本属性および立位時脊柱アライメント等の変数を説明変数としてステッ
 プワイズ法による重回帰分析を行った。
結果
 若年男性に比べ高齢男性は腰椎前蛮角および仙骨傾斜角が有意に小さかった。すなわち高齢者
 の立位時脊柱アライメントは,腰椎部の前蛮が小さく骨盤が後傾しているという特徴を有してい
 た。
 以降高齢者について,立位時脊柱アライメントには男女差が認められた。女性は,男性に比べ
 て立位時に骨盤が後傾ていた。さらに,女性の腰椎前蛮角は腰椎椎体圧迫骨折の椎体数に有意に
 直接的影響を受けた。
 また,男性のr身体機能(PF)」の総得点は最大歩行速度,女性のr身体機能(PF)」の総得
 点は年齢,体重,腰椎前蛮角の変数によって重回帰式が求められた。
結論
 高齢者の立位時脊柱アライメントは男女で異なる。女性の立位時脊柱アライメントは腰椎椎体
 変形から直接的影響を受ける。女性では,脊柱アライメントが身体活動困難度に影響を及ぼすこ
 とが示唆された。なお,男性の脊柱アライメントは腰椎椎体変形から直接的影響を受けず,脊柱
 アライメントが身体活動困難度に影響を及ぼさない。
 本研究の新しい点は,高齢者の矢状面立位時脊柱アライメントについて,エックス線写真を元
 に定量的に示し,立位時脊柱アライメントと身体活動困難度との関係を明らかにした点である。
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 審査結果の要旨
 本研究は,地域在住の高齢者における脊柱アライメントの性差,および身体活動との関係を検
 証した横断的研究である。対象は宮城県0町に在住し日常生活活動の自立している65歳以上の
 高齢者103名(男性51名,女性52名)とした。脊柱アライメントは胸腰椎立位側面X線写真
 から,胸椎後弯角,腰椎前蛮角および仙骨傾斜角を計測して評価した。身体活動は,国際的に用
 いられている健康関連QOL尺度SF-36の下位項目である「身体機能(PF)」の全項目を用いて,
 身体活動困難度を評価した。その結果,脊柱アライメントには性差があり,女性では骨盤をより
 後傾させた立位をとっていた。脊柱アライメントを変化させる要因として,女性では腰椎の圧迫
 骨折椎体数が挙げられた。脊柱アライメントと歩行能力との関係は,女性では腰椎の前蛮が少な
 い,あるいは骨盤が後傾しているものほど,歩行能力が劣っていた。身体活動困難度の説明因子
 として,女性では腰椎前蛮角が挙げられた。男性には女性でみられたような脊柱アライメントと
 身体活動との関係はみられながつた。以上の結果より,地域在住高齢者の脊柱アライメントには
 性差があり,女性では男性よりも脊柱アライメントと身体活動が密接に関連していると結論され
 た。
 審査では,腰椎前蛮角の測定方法と,分析対象者の0町在住高齢者母集団における位置づけ
 が議論された。すなわち腰椎前蛮角測定法では第5腰椎一第1仙椎間の角度の吟味が重要である
 と指摘され,今後の検討課題と思われた。また研究への参加被験者と非参加者の属性の相違の有
 無などを明らかにした上で,本研究結果の普遍性と限界を述べる必要があると指摘された。
 以上のような課題を残しているが,本研究は,高齢者の脊柱アライメントを社会的背景と年齢
 分布に差が無い男女で比較し,さらに身体活動困難度との関係を定量的に明らかにした最初の研
 究であり,高齢者の障害学において極めて価値が高いと考えられた。また女性における腰椎圧迫
 骨折による脊柱変形を防止することの重要1生が示唆され,予防医学的にも貢献する研究である。
 今後,縦断的研究により脊柱アライメントと身体活動との因果関係を明らかにしていく上での基
 礎となるものであり,本論文は障害科学の学位論文に相応しいと認められた。また申請者は,本
 研究を成功裏に遂行し,審査において知識と論理的思考力,ならびに見識の高さを示したことか
 ら,学位に相応しいと認められた。
 一608一
